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「わが国の医用放射線被曝と在宅医療」
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FAX (075)822-1 04 1
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電 話 (0848)60-i191
FAX(0848)60-l i34



平 成 9 年 2 月 1 日

公開シンポジウム

「わが国の医用放射線被隈と在宅医療」開催案内
日本放射線技術学会
会長 川 上  壽  昭

日 時 :平 成 9年 3月 1日 (土)14:30-17:00

場 所 :広 島国際会議場 ダ リア

広島市中区中島町1-5(平和公国内)
電話 (082)242-7777

参加費不要

講 師 (順不同)

医療における放射線管理の充実と在宅医療

藤田保健衛生大学医学部脚 線医学教室     古  賀  佑  彦

在宅医療における医療放射線の安全利用

自治医科大学RIセ ンター            菊  地    透

末期がん在宅ケアにおける放射線診療の問題点

厚生連広島総舗 院脚 線腫瘍科    本 家 好 文

在宅看護の現場からみた放射線診療の現状と課題

広島YMCA訪 問看護ステーション 「ピース」   展 ; 慶 匡 球 ぐ 子

在宅医療における放射線の利用一市民が抱く期待と不安一

中国新聞社松江総局              山  内  雅  弥

指定発言者  (未 定)

司 会   広 島県立保健福祉短期大学            砂 屋敷    忠

主 催 : ( 社) 日 本 放 射 線 技 術 学 会

( 財) 日 本 学 術 協 力 財 団

後 援 : ( 社) 広 島 県 放 射 線 技 師 会

( 社) 広 島 県 看 護 協 会

( 社) 広 島 県 医 師 会

( 社) 広 島 市 医 師 会

( 社) 日 本 医 学 放 射 線 学 会

( 社) 日 本 放 射 線 機 器 工 業 会

医 療 放 射 線 防 護 連 絡 協 議 会

本シンポジュウムは(財)日本船舶振興会の補助金を受けて実施するものです



シンポジウム

『わが国の医用放射線級曝と在宅医療」開催趣旨

高齢化社会を迎え医療需要が高まっており、医療放射線の分野でも、高度先進

医療とともに利用の拡大が求められている。具体的には、厚生省の 「医療放射線

管理の充実に関する検討会」報告書 (平成 8年 3月 )の 中で、これまで認められ

なかった在宅医療での放射線診療を、利用する側からの実施要望が多いこと、在

宅医療の充実という面から、関連団体または学会のガイドライン策定をもって実

施可能な方向を示している。

このことは、放射線の有効な活用であり、ガイドラインに従つた安全な運用が

なされ、医療の充実がなされる点で歓迎されることである。
一方、国民の放射線

被曝の点からは、被曝の機会の増カロと言うマイナス面もあり、国民各層の検討を

加味したガイドライン作りが必要な事と考える。

放射線被曝の拡大する点について、わが国の医療放射線被曝が国民 1人 当たり

で見て、世界でもっとも高い値であることである。しかし、検査 1回 当たりでは

低 く、他の医療先進国に比べて検査回数の多さが主要因である。特にXttC T検

査の普及による画像診断の発展が影響している。

患者個人の被曝はその個人と子孫への影響であるのに対し、個人の値を集積し

た線量、国民線量は、国民すなはち社会全体が負う放射線影響として考えなけれ

ばならない。医療被曝は放射線を受けた患者は、放射線のリスクをはるかに超え

る医療上の利益を得るため、医療側も患者側も抵抗なく被曝を受け入れるが、国

民全体としては、可能な限り低く押さえる必要がある。冒頭で述べた在宅医療に

おける放射線医療も医療上の要請だけが優先するとは云えない。

以上のような研究課題は、他分野にまたがる学際領域であり、関係学会、団体

が協力して討論することが望ましい。そのことから今回、関連分野からの講演者

をえてシンポジュウムの開催を計画した。
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JR広 島駅 か ら

d田阿□ED (所 要時間約20分)
●広島駅南ロバスのりばA-3ホ ームから広島バス24号線
「吉a曽宗所又は吉島お鹿」行へ無車、「平和公日前Jで下車
●広B駅荷口′(スのリピA-1水―ムから広島t鉄バス13号韓
「百米出島経由広島西飛行8J行へ舞車、「平神公田宙Jで下車

d両区田題D (所軍時間約20分)
広島取臨口市内電子のりばから
●F争靭 行へ鼻手、「機町」で下=、徒歩5分
●「己勢0、工とO、宮BJ行へ森車、「原燿ドーム崩Jで下Ⅲ、徒歩5分

" 所 妻時間約lS分

広島空港か ら

に目理日河D (所要時間拘653)
●広島空港 1晴ヨおフ0ア Bホ ーム「ニニ方面リムジレ′`ス舞8」
から「広島パスセンターJ行へ楽車、終点「広B′(スセンターJ
て下や、徒歩5分

" 所 軍時間拘50分

広島西飛行場から

d醸露岡田囚D(所要時間拘20分)
●広島西飛行を前パスのけtFから広島t鉄バス3号線r広島
駅』行へ弁や、「中■前Jで下手、佐歩5分

" 所 軍時間約10分

広島港 (字品港)か ら

d圏囲口賜D (所妥時間拘30分)
● 広島′くス21号線「広島、大州、向洋J行へ舞車、「中電荷」で

下■、佐歩5分

…       (所軍時間約30分)

●「広島釈O、己40J行 へ乗車、「義町Jで下車、住歩5分

" 所 要時間拘20分

O 広 島国際会議場
〒730 広 島市中区中島町1‐5(平 和公国内)

TEL 082‐242‐7777    FAX 082‐242-8010
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